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はじめに  

自社に最適なSNS運用方法とは？

代行依頼も選択肢 
企業のマーケティングにおいて、 SNS運用の重要性が日増しに高まる

中、「リソースがない」「効果的な運用方法がわからない」などのお悩み

をよく耳にします。

SNS運用の成功の鍵は、運用方法の見極めです。社内状況や運用目

的に応じて、内製化するだけでなくプロへの代行依頼を検討する必要

があります。

自社に最適な運用方法とは何か、代行先はどのように選ぶべきなの

か、ポイントを解説します。
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SNS運用とは？SNSの種類と特徴  

SNS運用とは、さまざまなSNS媒体を通

じて情報発信することで、企業や商品・

サービスの認知獲得、集客、ブランディン

グなどを実現するマーケティング施策で

す。媒体によってユーザー層や特性が異

なり、企業の業種や商品・サービスに合

わせたアプローチが求められます。
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SNS運用の主な流れ  

SNS運用の主な業務例は右記の通りで

す。業務内容の中でも①、②は意外とおろ

そかになりがちな工程です。プロフィールや

アイコンなどのアカウント設定、CTA等が確

認できる分析ツールの導入は必須です。こ

のほかにも広告運用の業務を並行して行う

ケースもあり、業務内容は多岐に渡ります。
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SNS運用は内製化すべき？代行を依頼すべき？  

内製化はスピード感のある運用やブラン

ディングを重視した運用に向いています。

自社の魅力をよく知る社員が対応し、投稿

の依頼から決済まで社内で完結できるから

です。しかし、ユーザー視点を持ちにくいデ

メリットがあります。

内製化のリソースがなく社員の負荷を軽減

する必要があれば、代行を依頼するのがお

すすめです。運用の手間を省きながら、最

新の潮流に合わせたSNS運用が可能で

す。一方で、代行を依頼する際は、代行先

との丁寧な連携が求められることも覚えて

おきましょう。

Before 

これからの

「プロ人材採用」  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SNS運用の代行先：代行会社と業務委託のプロの比較  
 
  SNS運用の代行を依頼するなら、

SNS運用の代行会社に依頼する、

またはフリーランスのSNSマーケ

ターなどと業務委託契約を結びま

す。それぞれ業務の進め方が異な

るため、メリット・デメリットをふまえ

て代行先を選択しましょう。

Before 

これからの

「プロ人材採用」   ・採用広報（情報発信）

・ダイレクトにアプローチ
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目次 
代行会社にSNS運用を依頼するメリット・デメリット  

1 
「バズる」投稿ができる 
  

◯ 
代行会社は、SNSの最新の傾向や、過去の顧客

データをもとに、フォロワー数を増やすノウハウや

投稿を拡散する法則を確立しています。  

アカウントの閲覧数や  

認知度アップを最優先したい  

場合は代行会社を活用すると  

いいでしょう。  

 

 

 

メリット① 

代行会社は、依頼された運用業務を細分化し、

チームで運用するケースがほとんどです。フロー

ごとに専門の担当者を置き、 10人前後が関わるこ

とが多いようです。  

社員数人で内製化するよりも、  

手厚い体制でSNS運用を進める  

ことができます。  

 

 

 

 

 

手厚いチーム体制で 
SNS運用を進めてもらえる 

◯ 

メリット② 
担当者間の調整に時間を 
とられやすく、スキルレ 
ベルも未知数 
 
 

✖ 
代行会社は担当者間の調整が多く、運用スピード

は遅めです。  

依頼したい内容がうまく伝わらず  

修正のラリーを繰り返すことも。  

代行会社によっては、 SNS運用  

の未経験者を参画させている  

こともあります。  

 

 

 

 

 

デメリット 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目次 
個人のプロにSNS運用を依頼するメリット・デメリット  

1 
「二人三脚」で運用をサポート 
  

◯ 
個人のプロは、企業対企業よりも密な関係性を作

りやすく、細やかな対応が得意です。  

SNS運用を行うにあたり何から手をつけたらいい

のかわからない場合や、内製化と同じくらいのス

ピード感で運用を進めたい  

場合は、個人のプロに代行を  

依頼するといいでしょう。  

 

 

メリット① 

複数のSNSを一度に運用できる 
プロは少ない 

✖ 
SNSマーケターは特定の SNSを専門にしている

ケースが多く、各媒体を横断的に対応できるプロ

は希少です。複数の SNSを運用したい場合は、複

数のプロを集めなくては  

ならず人材の確保に時間がかかる  

かもしれません。  

 

 

 

 

 

 

 

デメリット 

コストを抑えられる 

◯ 

メリット② 

代行会社は業務内容の範囲が広くなるほど費用

が増えます。たとえば「投稿月◯本 10万円」といっ

た契約で始めても、実際に運用を始めると投稿数

の追加や、クリエイティブの修正に伴ってオプショ

ン料金が上乗せされて  

いきます。一方で、個人のプロは  

固定報酬での契約が多く、最低限の  

費用に抑えられる傾向にあります。  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SNS運用の代行先を選ぶ際のチェックポイント  

SNS運用の代行先を選択する際は、自社に

合う代行先を選ぶことが大切です。右記に

挙げるポイントをふまえて、安心して業務を

任せられるプロを探しましょう。
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SNS運用を依頼できるマーケターなら  
キャリーミーへご相談を  
SNS運用の代行先選びに迷った場合は、キャリーミーの無料
相談もご利用ください。  
キャリーミーなら、Twitter、Instagram、YouTubeなど、各種
SNSの運用実績を持つプロが多数登録しています。中途採
用では採用できない、複数の SNS媒体に対応可能なプロも
ご紹介可能です。今すぐ人材をお探しになりたい担当者様
は、お気軽にご相談ください。  

「プロ契約のキャリーミー」ご紹介  

無料相談ならこちら

https://carryme.jp/lp002/mid-career-recruitment/

